










光本（医事課事務），杢代（栄養科調理師）の計 14 名で構成された．加えて戸田建設の 3 名が隊員および資
材の搬送にあたった．
　2．拠点決定までの経過
　1）3 月 15 日（火）
　11 時に昭和大学病院管理課にて簡単な事前打ち合わせを行った．岩手県宮古市にて拠点を探すという方
針が確認された．現地に搬送する資材は，予め選抜されたメンバーおよび昭和大学病院管理課・総務課等が
梱包した．12 時より昭和大学 1 号館にて結団式を行い，午後 1 時に当日宿泊予定の盛岡市岩手県医師会館
に向け出発した（マイクロバス 1 台，ワンボックスカー 1 台）．東北自動車道はおおむね円滑に進むことが
できた．途中，静岡済生会病院 DMAT 東岡医師より東北自動車道でのトイレや給油は可能であるとの情報
の提供があった．また，岩手県医師会の担当者からは，盛岡市内での給油が困難であるとの情報が寄せられ
た．22 時 15 分に岩手県医師会館に到着．岩手県医師会長石川医師および担当理事数名と面談するも，被災
地の詳細な医療情報は明らかでなかった．
　2）3 月 16 日（水）
　8 時 30 分に朝方到着した沖縄県医師会チームとともに，岩手医大病院にて小林院長より三陸を中心とし













め，10 時 30 分に宮古市に向けて出発した．移動中，11 時 20 分に岩手医大病院より，我々が乗ってきたマ












　15 時 40 分県立山田病院到着．津波によって周辺の建物はほとんど存在していなかった．県立山田病院は















　17 時 40 分に山田町教育長が来校し，教育委員会に正式な手続きもとらずに小学校を使って医療活動をし
ようとしていることに対し異議申し立てがあり，さらに一両日中に移動してもらいたいとの強い要請があっ
た（一方，校長からは教育委員会の了解が取れているものと思っていたとの発言があった）．しかしながら，
退去するまでは診療を行うことの許可を得，18 時 30 分より後藤・森田医師を中心に診療を開始した．直ち










　1）3 月 17 日（木）
　6 時 30 分より山田北小学校に搬入した荷物を再度積み込み，県立山田病院への移動を開始した．9 時から
県立山田病院での診療を開始し，後藤・門馬（＋洲崎）医師および川添薬剤師，看護師 3 名が担当した．午


















　2）3 月 18 日（金）
　8 時 30 分より県立山田病院で外来診療を開始した．後藤・門馬両医師，看護師 3 名，薬剤師 1 名が担当．
計 53 名を診療した．うち 1 名を県立宮古病院へ救急搬送した．洲崎医師は県立山田病院副院長平泉医師と







　3）3 月 19 日（土）
　この日は 3 つのグループに分けて診療を行った．後藤・門馬医師（＋洲崎医師），薬剤師，看護師 3 名は
8 時 30 分より県立山田病院での外来診療を，森田医師および看護師 1 名は豊間根地区の巡回診療を，板橋
医師および看護師 2 名は山田南小学校で小児科診療を行った．県立山田病院では 29 名（うち 1 名は県立宮




　16 時 50 分に昭和大学医療救援チーム第 2 陣が到着．職種ごとに申し送りを行い，19 時 20 分に秋田に向
けて出発した．23 時 30 分秋田着．ホテルにて宿泊．
　4）3 月 20 日（日）
　9 時 40 分 JAL 1260 便で東京へ出発し，羽田到着後解散した．
　4．山田町の医療状況
　我々が医療活動を行った山田町は，岩手県沿岸中部にある人口約 19,000 人が居住し，養殖や漁業が中心
的な産業の町である．入院施設は県立山田病院のみで，一般診療所は 6 施設，医師数は 9 名の医療過疎地域
である（2007 年データ）．小児科医や眼科医などはいない．津波により開業医 4 名が行方不明となっている．


























































　ムコダイン 100 mg ＋アスベリン 5 mg 880 包
　ビオフェルミン散　0.3 g 500 包
　クラリス DS　40 mg 500 包
　ペリアクチン　1 mg 20 包
　ケフラール小児用細粒　100 mg 1 箱
　ホクナリンテープ 0.5 70 枚 ×2 箱
　アンヒバ 100 50 個 ×3 箱
　ナウゼリン 10 50 個 ×2 箱

















































































































































　私は救援隊第 1 陣として，震災発生 4 日後（3 月
15 日）より 6 日間救援活動を行いました．震災発


























































































































　3 月 15 日　大学を出発→岩手医師会

















　　　　17 日約 70 名


























































































　3 月 15 日：大学を出発→岩手医師会（泊）
　3 月 16 日：岩手医大→宮古病院











　3 月 18 日： 朝 8 時より 18 時まで診療補助．
　3 月 19 日： 朝 8 時より 15 時まで山田南小学校に
おいて小児科の診療補助．






　3 月 17 曰より山田病院において診療を開始する。
























































































































































































した．Dr 5 名，NR5 名，助産師 1 名，薬剤師 1 名，




















































　東日本大震災から 4 日目の 3 月 15 日，第 1 陣と
いうことで様々な物資を積めるだけ詰め込んだワゴ





















































　3 月 15 日 13 時，昭和大学医療救援隊 1 陣事務員
として岩手へ向かう．15 日 22 時頃，第一目標であ
る岩手県医師会へ到着する．盛岡市内は地震の影響
があったとは思えないほど日常的な風景が見られ
た．翌16日岩手医科大学にて行き先を山田地区（ラ
イフライン［電気・水・ガス］の復旧のめどはたっ
ておらず病院としての機能も失われ連絡も取れない
状態である県立山田病院がある）へ決定した．山田
地区へ向かう途中，マイクロバス左前輪・後輪に
0.3 マイクロシーベルト，ワンボックスカー側面に
1.0 マイクロシーベルトの値が検出されたと岩手医
科大学より連絡があった．自衛隊での除染も検討し
たが防衛省に連絡するも協力得られず．文部省から
問題はないとの連絡を大学本部を通じて受けた．そ
の後，県立宮古病院に医薬品の搬入を行い山田町役
場へ向かうもメディカルコントロールがなされてお
らず立ち往生してしまった．その後避難場所である
山田北小学校（避難者約 300 人）へ向かいそこで診
察を開始し一泊した．山田北小学校で診療を開始し
たが，教育長よりすぐに立ち退き要請がでた．山田
町役場より現場責任者の確認が取れればそこを拠点
としてもよいとの話があった為，校長にお話をし
た．快く受け入れていただいたがその後教育長より
立ち退きの要請があった．今後のこともある為，岩
手医科大学へ受け入れ態勢を円滑にできるよう行政
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へ働きかけてもらうようお願いをした．17 日朝，
県立山田病院へ移動し，そこを昭和大学医療救援隊
の拠点として活動することとした．以後 19 日まで
県立山田病院での外来診察・山田北小学校・山田南
小学校・豊間根保育園での巡回診察を行った．
　2）感想
　今回，第 1 陣として現地の情報が乏しく先のイ
メージがまったく見えない状況から昭和大学医療救
援隊の拠点を構築するという重大な役割を担い出発
しました．もちろん被災地で医療のサポートを行う
ことは初めての経験で，事務員として何ができるだ
ろう何をやるべきだろうと不安が先走っていました
がチーム一丸となって，また，大学本部の助けもあ
り無事目的を達成できたと思います．実際に被災地
に足をつけると，津波によりすべて削り取られた地
面，火災により原型をとどめていない建物等すさま
じい状況が目に飛び込んで来て一生忘れないものと
して目に焼き付けられました．大地震から 5 日後で
はありましたが，山田南小学校にて山田地区に在中
の医療チームミーティングが毎日行われていまし
た．しかし情報の伝達手段が乏しい為，当初はかな
り混乱し，その機能を十分に発揮できていなかった
ように思えます．医療救援隊に参加させていただ
き，医療の大事さ，医療とは何なのかを原点にも
どって考えさせられました．4 日間と短い間でした
が私にとっては，4 年間，いやそれ以上の経験とな
りこれを今後の活動に生かしたいと思います．
